


立に向けて薬剤師認定制度認証機講理事、日本薬剤師研修センター理事、薬学共用試験セ

ンター理事長・副理事長なども兼務され、教育改革を推進されています。平成 23 年には

一連の教育上の功績が評価され、日本薬学会教育賞を受賞され、同学会有功会員に推薦さ

れました。 
 

また、一方では、厚生労働省薬事・食品衛生審議会会長として国の薬事行政、食品衛生

に関わる重要事項を処理する審議会の会長を 3 期 6 年務め、厚生労働行政に多大な貢献を

されています。同時に厚生労働大臣官房厚生科学審議会委員も務め、国の疾病予防及び治

療、公衆衛生に関わる重要事項などの調査審議に関わっておられます。 
 

特筆すべきは、望月氏は平成 11 年に共立薬科大学の学長になられてから間もなく、平

成 14 年に日本私立大学協会副会長及び学長協議会会長に就任されていることで、平成 16
年には全国薬科大学長・薬学部長会議会長（初代）として私立大学ばかりでなく、国公立

大学を統合してその最高責任者として強いリーダーシップを発揮され、6 年制薬学教育制

度の導入という薬学教育改革に取り組まれています。 
 

私は平成 12 年から 18 年まで東京理科大学の薬学部長として日本私立薬科大学協会の総

会に出席するようになり、望月氏が全国薬科大学長・薬学部長会議をまとめ、6 年制教育

改革を強力に推進する姿を拝見してきました。平成 20 年に望月氏が東京理科大学に迎え

られ、さらに山口東京理科大学の薬学部の開設にあたり、共同で薬学部開設の申請業務を

進める機会を得ることになりましたので、それらの過程を通じて望月氏は学長候補に相応

しい人物であると確信するに至った次第です。 
 

次期学長には公立大学としての基本理念を着実に遂行すること、その中で工薬連携によ

る具体的な研究推進の実現、研究の質向上と国際化対応、産学連携強化、山陽小野田市を

はじめ地域社会への一層の貢献、それらに関わる人材の育成などを実現し、教育関係機関

や産業界、行政機関、市民・国民から、より一層注目される大学として発展していくこと

が期待されています。望月氏はいずれの課題に対しても強いリーダーシップを発揮し、対

処する能力と豊富な経験があることは上記に紹介した通りです。 
 

本学の学長として求められている①人格が高潔である者、② 学識に優れ、大学運営に関

する識見を有する者 、③教育・研究・社会貢献活動を適切かつ効果的に運営することがで

きる能力を有する者 、④本学の建学の精神を理解し、教職員にビジョンを浸透させるため

のコミュニケーション能力、実現するための決断力及び実行力並びに強いリーダーシップ



を有する者、 ⑤我が国の内外において本学の存在感を示すための発信力を有する者のいず

れにも該当する人物であることを確信しています。 
 

望月氏は高潔な人格と優れた学識を有し、教育、研究及び社会貢献に、また、組織を動

かす豊富な経験と先見性を備えており、本学の学長選考基準に照らしあわせてもすべてに

おいてトップリーダーに相応しい人物であり、ここに次期学長候補者として強く推薦申し

上げる次第です。 


